　　　　年度親和会海外研修奨学生＜　期＞出願申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
申込日  　　　　年　　 月　　日
	応募奨学金
	自己研鑽コース
	研究コース

	所属学部
	学研究科（修士・博士）        　学専攻     　　年
学部            学科　　　年　学籍番号

	フリガナ
氏　　名
	                           印
	生年月日
	 　　　 　年　 　月　　日生

	本　　人
連 絡 先
	〒　　　－
自宅TEL　　                       携帯TEL

	海外研修先
及び
期　　間
	研 修 先　 →
＜外務省「たびレジ」への登録＞　　　　　　　　　→　済　　登録日：
＜外務省「海外安全ホームページ」危険情報確認＞　→　済　　確認日：
＜海外旅行保険への加入＞　　　　　　　　　　　　→　済　　加入先：

	
	出発予定　　　　　年　　月　　日（　）
帰国予定  　　　　年　　月　　日（　）     旅行日数（　　　　日間）

	研修テーマ
	
	語学試験スコア
	点

	必要経費
概　　算
	支
出
	支出合計　　               円
	資
金
計
画
	資金合計　　                円

	
	
	<内訳>
交通費                     円
滞在費                     円
調査費                     円
その他                     円
	
	<内訳>
自己資金                       円
父母                           円
本奨学金希望額                 円
その他                         円

	旅行形態
	 ・個人　　　　　　　　        ・その他（具体的に　　　　　　　　　　）   旅行手配業者名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

	主な
受入
機関先
	 機関名
 代表者名
 所在地
                                    TEL

	準備状況
	 1.　連絡許可済　　 2.　依頼中　　　3.　未連絡

	海外研修歴
	1      年　月　日～　　年　月　日（国名　　　　　機関名　　　　　　　）
2      年　月　日～　　年　月　日（国名　　　　　機関名　　　　　　　）
3      年　月　日～　　年　月　日（国名　　　　　機関名　　　　　　　）

	他申請状況
	<本海外研修と同じ内容で申請中の他の奨学金・補助金について記載して下さい>
奨学金・補助金名［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］申請金額［　　　　　　　　　　　　　　　円　］

	保証人
	氏名
	
	住所
	〒

(TEL:　　　　　　　　)

	＜参考＞奨学金額について
	奨学金決定額が奨学金希望額を下回った場合、研修は実施しますか。　　はい ・ いいえ

	指導教員
	この研修は、本学生の国際人としての成長に繋がるものと判断します。
氏名　　　　　　　　　　　　　印　　


注　①奨学金額は、出願申込書及び面接審査によって決定します。   
②出発から帰国までの旅程表を必ず作成し添付すること（様式不問・次頁以降に参考書式有り）。
③旅客運賃見積書（航空運賃・宿泊料）を必ず添付すること（様式不問・次頁以降に参考書式有り）。
    ④受入機関を必要としない場合は「訪問先」と訂正の上、記入すること。　
⑤TOEFL、TOEIC、英検等のスコア等所持者はスコア表のコピーを必ず添付すること。
　　⑥出願後、他の奨学金・補助金への申請・受給が判明した場合、採用を取り消すことがあります。

海外研修(自己研鑽コース)のテーマ「　              　　　」とその概要                 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
学籍番号
氏　　名
＜自己研鑽コース出願者は、本紙を参考にパソコンで作成して下さい。＞

＜研究コース出願者は、次のページの書式を利用して下さい。＞
注　ＰＣ入力でA4版横書き1,500字程度にまとめること。
海外研修(研究コース)のテーマ「　　　           　　　」とその概要                 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
学籍番号
                                               　　　　　　　
氏　　名
1.　海外研修の目的
2.　海外研究計画
3.　研修方法と目標
4.　現地での会話（語学）の問題
5.　研修成果をどのように生かすのか
＜研究コース出願者は、本紙を参考にパソコンで作成して下さい。＞
注　ＰＣ入力で、上記1～5を項目毎に、A4版横書きで、全体で2,500字程度にまとめること。
【参考書式】親和会海外研修　研修行程表

研修テーマ：

研修先：

研修期間：

学部・氏名：

	月日
	
	スケジュール

（研修内容・移動内容を簡潔に）
	当日宿泊先

	○月●○日


	１日目
	
	

	
	２日目
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	例）
	
	
	

	2月20日


	1日目
	●○駅発　　　 　　→　　関西空港到着

関西空港発　X:XX　→　　○●空港到着

BB市へ移動

BB市入り　
	○×ホテル

KK国、BB市

	2月21日


	2日目
	○×ホテル発　→　ABC記念館
１　ABC記念館で資料の見学　

ABC記念館　 →　MN大学（CC市）

２　MN大学ST氏へのインタビュー

	▲▲ホテル
KK国、CC市

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


【参考書式】親和会海外研修　旅客運賃等見積もり書

研修テーマ：

研修先：

研修期間：

学部・氏名：

	
	
	
	合計

	１
	自宅～空港
	始点、終点を明示

交通機関を明示


	

	２
	航空運賃
	往路

復路


	

	３
	宿泊費
	
	

	４
	移動費


	
	

	５
	食費


	
	

	６
	その他
入場料、

調査費など
	
	

	
	
	合計
	


※航空費など判明しているものについては見積もり（HP打ち出し）等を添付すること。
